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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置に接続され、通常モードに対して消費電力を抑えて動作する省エネルギーモー
ドで動作可能な表示装置であって、
　前記省エネルギーモードで動作しているときに、前記外部装置からビデオ入力信号が入
力されたことを類推可能な擬似入力信号が入力されたか否かを検出する第１の信号検出手
段と、
　前記外部装置から前記ビデオ入力信号が入力されたか否かを検出する第２の信号検出手
段と、
　前記第２の信号検出手段による検出結果に基づいて、前記通常モードと前記省エネルギ
ーモードとを切り換える電力モード移行制御手段と、
　前記外部装置から入力される前記ビデオ入力信号に、前記ビデオ入力信号が表す画像を
表示するための処理を施す表示信号処理手段と、
　前記第２の信号検出手段、前記電力モード移行制御手段および前記表示信号処理手段に
電力を供給する供給状態と、前記電力の供給を停止する供給停止状態とを切り換える電子
スイッチ制御手段とを備え、
　前記第１の信号検出手段は、自表示装置を識別する識別情報を記憶し、前記外部装置が
前記識別情報を読込み可能に構成される記憶手段を備え、
　前記擬似入力信号は、前記外部装置から入力される前記識別情報を読込むための読込み
信号を含み、
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　前記電力モード移行制御手段は、
　前記通常モードで動作しているときに、前記第２の信号検出手段によって前記ビデオ入
力信号が入力されていないことが検出されると、前記通常モードから前記省エネルギーモ
ードに切り換え、
　前記省エネルギーモードで動作しているときに、前記第２の信号検出手段によって前記
ビデオ入力信号が入力されたことが検出されると、前記省エネルギーモードから前記通常
モードに切り換え、前記第２の信号検出手段によって前記ビデオ入力信号が入力されてい
ないことが検出されると、前記省エネルギーモードを保持し、
　前記電子スイッチ制御手段は、
　前記電力モード移行制御手段によって前記通常モードから前記省エネルギーモードに切
り換えられると、前記供給状態から前記供給停止状態に切り換え、
　前記省エネルギーモードで動作しているときに、前記第１の信号検出手段によって前記
疑似入力信号が入力されたことが検出されると、前記供給停止状態から前記供給状態に切
り換えることを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記第１の信号検出手段は、前記外部装置から前記外部装置の操作の有無を表す操作有
無信号を受信する受信手段を備え、
　前記擬似入力信号は、前記操作有無信号を含むことを特徴とする請求項１に記載の表示
装置。
【請求項３】
　自表示装置の電源の状態を示す電源ランプと、
　前記表示信号処理手段によって処理が施された前記ビデオ入力信号に基づいて、表示画
面に画像を表示する表示手段とを備え、
　前記電子スイッチ制御手段は、
　前記通常モードで動作しているときに、前記第２の信号検出手段によって前記ビデオ入
力信号が入力されていないことが検出されると、前記電源ランプを消灯するとともに、前
記表示手段への電力の供給を停止し、
　前記省エネルギーモードで動作しているときに、前記第２の信号検出手段によって前記
ビデオ入力信号が入力されたことが検出されると、前記電源ランプを点灯するとともに、
前記表示手段に電力を供給することを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１の信号検出手段および前記電子スイッチ制御手段に電力を供給する蓄電回路と
、
　前記蓄電回路の蓄電レベルを検出し、検出結果に基づいて前記蓄電回路を制御する蓄電
レベル検出／制御手段とを備え、
　前記蓄電レベル検出／制御手段は、前記蓄電回路の蓄電レベルが低下したと判断すると
、前記蓄電回路を充電することを特徴とする請求項１～３のいずれか１つに記載の表示装
置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、コンピュータ装置などの外部装置に接続されて使用される表示装置に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　コンピュータ装置などの外部装置に接続されて使用される液晶ディスプレイなどの表示
装置は、そのほとんどが、ＤＰＭＳ（Display Power Management Signaling）規格に準ず
る省電力機能を備えている。ＤＰＭＳ規格とは、表示装置の電源管理に関する規格である
。ＤＰＭＳ規格は、コンピュータ装置に関連するグラフィック機器の規格基準化団体であ
るＶＥＳＡ（Video Electronics Standards Association）で定められる。
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【０００３】
　ＤＰＭＳ規格に対応した表示装置では、接続された外部装置の状態に応じて、通常モー
ドから省エネルギーモード（以下「省エネモード」という場合がある）への切り換え、ま
たは省エネモードから通常モードへの切り換えが行われる。通常モードと省エネモードと
の切り換え動作は、外部装置から表示装置に入力されるビデオ信号（以下「ビデオ入力信
号」ともいう）の有無に基づいて制御される。以下の説明では、省エネモードで動作して
いる表示装置の状態を「待機状態」という。
【０００４】
　待機状態における消費電力（以下「待機電力」ともいう）の目標としては、国際エネル
ギースタープログラム規格が適用されることが多い。「ディスプレイ基準Ｖｅｒ５．１改
訂版（２０１１年１１月１４日）」によると、国際エネルギースタープログラム規格では
、「スリープモード２．０Ｗ、オフモード１．０Ｗを超えないこと」が要件として設定さ
れている。この要件は、今後、より厳しい、換言すれば、より小さい消費電力目標値に移
行していくものと考えられる。表示装置のオフモードから通常モードへの復帰は、機械的
スイッチの操作によって行われる。
【０００５】
　また、環境への配慮から、テレビジョン受信機およびビデオ機器などの家庭電気製品、
ならびにＯＡ（Office Automation）機器、コンピュータ装置および液晶ディスプレイな
どの情報システム機器において、省エネモードにおける待機電力の更なる低減の要求が高
まっている。具体的には、待機電力を可能な限り、ゼロ（０）ワット（Ｗ）に抑えること
が求められている。
【０００６】
　表示装置における消費電力を抑制するための技術は、たとえば特許文献１に開示されて
いる。特許文献１には、コンピュータ装置に接続され、通常モードに対して電力消費を抑
えて動作するパワーセーブモードで動作可能な表示装置が開示されている。パワーセーブ
モードは、前述の省エネモードに相当する。
【０００７】
　特許文献１に開示される表示装置では、照度センサーが表示装置の設置された環境の明
るさを検出し、制御部に入力する。制御部は、照度センサーから入力された情報に応じて
、表示装置をパワーセーブモードへ移行するか否かを決定する。制御部は、パワーセーブ
モードでは、バックライト駆動信号生成部の動作を停止させるとともに、液晶表示パネル
への電力および表示信号の供給を停止させる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特許第４８１９３５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　前述のように、外部装置に接続されて使用される液晶ディスプレイなどの表示装置は、
外部装置からのビデオ入力信号の有無を監視し、ビデオ入力信号が無い場合、通常モード
から省エネモードに移行する。
【００１０】
　省エネモードから通常モードに復帰するためには、省エネモードにおいても、ビデオ入
力信号の有無を監視し、その監視結果に基づいて制御することが必要である。ビデオ入力
信号の有無を監視するためには、電力が必要であるので、省エネモードにおける待機電力
を０Ｗに抑えることが困難であるという問題がある。
【００１１】
　また、前述の特許文献１に開示される表示装置では、省エネモードに相当するパワーセ
ーブモードから通常モードに復帰させるときには、使用者が所定のボタンを押すなど、所
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定の操作を行うことが必要である。したがって、使用者にとって操作が煩雑であるという
問題がある。
【００１２】
　本発明の目的は、省エネルギーモードにおける消費電力を可及的に小さく抑えるととも
に、省エネルギーモードから通常モードに容易に復帰させることができる表示装置を提供
することである。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
　本発明の表示装置は、外部装置に接続され、通常モードに対して消費電力を抑えて動作
する省エネルギーモードで動作可能な表示装置であって、前記省エネルギーモードで動作
しているときに、前記外部装置からビデオ入力信号が入力されたことを類推可能な擬似入
力信号が入力されたか否かを検出する第１の信号検出手段と、前記外部装置から前記ビデ
オ入力信号が入力されたか否かを検出する第２の信号検出手段と、前記第２の信号検出手
段による検出結果に基づいて、前記通常モードと前記省エネルギーモードとを切り換える
電力モード移行制御手段と、前記外部装置から入力される前記ビデオ入力信号に、前記ビ
デオ入力信号が表す画像を表示するための処理を施す表示信号処理手段と、前記第２の信
号検出手段、前記電力モード移行制御手段および前記表示信号処理手段に電力を供給する
供給状態と、前記電力の供給を停止する供給停止状態とを切り換える電子スイッチ制御手
段とを備え、前記第１の信号検出手段は、自表示装置を識別する識別情報を記憶し、前記
外部装置が前記識別情報を読込み可能に構成される記憶手段を備え、前記擬似入力信号は
、前記外部装置から入力される前記識別情報を読込むための読込み信号を含み、前記電力
モード移行制御手段は、前記通常モードで動作しているときに、前記第２の信号検出手段
によって前記ビデオ入力信号が入力されていないことが検出されると、前記通常モードか
ら前記省エネルギーモードに切り換え、前記省エネルギーモードで動作しているときに、
前記第２の信号検出手段によって前記ビデオ入力信号が入力されたことが検出されると、
前記省エネルギーモードから前記通常モードに切り換え、前記第２の信号検出手段によっ
て前記ビデオ入力信号が入力されていないことが検出されると、前記省エネルギーモード
を保持し、前記電子スイッチ制御手段は、前記電力モード移行制御手段によって前記通常
モードから前記省エネルギーモードに切り換えられると、前記供給状態から前記供給停止
状態に切り換え、前記省エネルギーモードで動作しているときに、前記第１の信号検出手
段によって前記疑似入力信号が入力されたことが検出されると、前記供給停止状態から前
記供給状態に切り換えることを特徴とする。

【発明の効果】
【００１４】
　本発明の表示装置によれば、電力モード移行制御手段によって通常モードから省エネル
ギーモードに切り換えられると、電子スイッチ制御手段によって供給状態から供給停止状
態に切り換えられ、第２の信号検出手段、電力モード移行制御手段および表示信号処理手
段への電力の供給が停止される。省エネルギーモードで動作しているときに、第１の信号
検出手段によって疑似入力信号が入力されたことが検出されると、電子スイッチ制御手段
によって供給停止状態から供給状態に切り換えられ、第２の信号検出手段、電力モード移
行制御手段および表示信号処理手段に電力が供給される。
【００１５】
　このように省エネルギーモードで動作しているときには、第１の信号検出手段によって
疑似入力信号が入力されたか否かが検出されるので、通常モードへの復帰のために第２の
信号検出手段でビデオ入力信号が入力されたか否かを検出する必要がない。これによって
、第１の信号検出手段によって疑似入力信号が入力されたことが検出されるまで、第２の
信号検出手段への電力の供給を停止することができるので、第２の信号検出手段に供給す
る分の電力を削減することができる。また省エネルギーモードでは、電力モード移行制御
手段および表示信号処理手段への電力の供給が停止されるので、電力モード移行制御手段
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および表示信号処理手段へ供給する分の電力を削減することができる。したがって、省エ
ネルギーモードにおける消費電力を可及的に小さく抑えることができる。
【００１６】
　また第１の信号検出手段によって疑似入力信号が入力されたことが検出されると、第２
の信号検出手段に電力が供給され、ビデオ入力信号が入力されたか否かが検出される。そ
して、第２の信号検出手段によってビデオ入力信号が入力されたことが検出されると、省
エネルギーモードから通常モードに切り換えられる。したがって、たとえば使用者が所定
のボタンを押すなどの操作を行う必要がなく、省エネルギーモードから通常モードに容易
に復帰させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明の第１の実施の形態である表示装置１の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の前提技術の表示装置における電力モードの状態遷移を説明するための図
である。
【図３】本発明の第１の実施の形態の表示装置１における電力モードの状態遷移を説明す
るための図である。
【図４】本発明の第１の実施の形態である表示装置１の構成を示す電気回路図である。
【図５】表示装置１におけるＡＣオン処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図６】表示装置１におけるＤＣオン／オフ処理の処理手順を示すフローチャートである
。
【図７】表示装置１における通常モード処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図８】表示装置１における省エネモード処理の処理手順を示すフローチャートである。
【図９】第１の信号検出手段１１の具体的な構成の一例を示すブロック図である。
【図１０】第１の信号検出手段１１の具体的な構成の他の例を示すブロック図である。
【図１１】本発明の第２の実施の形態である表示装置２の構成を示すブロック図である。
【図１２】本発明の第２の実施の形態である表示装置２の構成を示す電気回路図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　＜第１の実施の形態＞
　図１は、本発明の第１の実施の形態である表示装置１の構成を示すブロック図である。
表示装置１は、外部装置、具体的には外部のコンピュータ装置（以下「外部コンピュータ
装置」ともいう）に接続されて使用される。外部装置は、コンピュータ装置に限定される
ものではなく、コンピュータ装置以外の電子機器であってもよい。
【００１９】
　表示装置１は、通常モードに対して消費電力を抑えて動作する省エネルギーモード（以
下「省エネモード」ともいう）で動作可能に構成される。ここで、通常モードとは、電源
から供給される電源電圧を用いて、コンピュータ装置から与えられる信号に応じて、文字
および画像などを使用者が認識できる状態に表示する動作状態をいう。省エネモードとは
、電源から供給される電源電圧を用いることを抑制して、または電源電圧を用いずに、表
示装置における電力消費を抑制する動作状態をいう。
【００２０】
　本実施の形態では、表示装置１は、液晶表示装置である。表示装置１は、第１の信号検
出手段１１、電子スイッチ制御手段１２、電力モード移行制御手段１３、第２の信号検出
手段１４、電子スイッチ１５、電源タクトスイッチ１６、電源ランプ１７、表示信号処理
部１８、表示パネル部１９、第１電源ＰＳ１および第２電源ＰＳ２を備えて構成される。
表示信号処理部１８は、表示信号処理手段に相当する。表示パネル部１９は、表示手段に
相当する。
【００２１】
　第１の信号検出手段１１は、第１電源ＰＳ１、電子スイッチ制御手段１２および電力モ
ード移行制御手段１３と電気的に接続される。電子スイッチ制御手段１２は、第１電源Ｐ



(6) JP 5963512 B2 2016.8.3

10

20

30

40

50

Ｓ１と電気的に接続されるとともに、電子スイッチ１５を介して第２電源ＰＳ２と電気的
に接続される。また電子スイッチ制御手段１２は、電力モード移行制御手段１３と電気的
に接続される。電力モード移行制御手段１３は、第２電源ＰＳ２、第２の信号検出手段１
４、電源タクトスイッチ１６および電源ランプ１７と電気的に接続される。第２の信号検
出手段１４は、第２電源ＰＳ２と電気的に接続される。
【００２２】
　第１の信号検出手段１１は、外部コンピュータ装置から擬似入力信号が入力されたか否
かを検出する。疑似入力信号とは、外部コンピュータ装置からビデオ入力信号が入力され
たことを類推可能な信号をいう。第１の信号検出手段１１は、擬似入力信号が入力された
ことを検出すると、第１オン制御信号（ＯＮＣＳ１）を電子スイッチ制御手段１２および
電力モード移行制御手段１３に与える。第１オン制御信号（ＯＮＣＳ１）は、ハイ（Ｈｉ
）パルス信号である。
【００２３】
　電子スイッチ制御手段１２は、第１の信号検出手段１１から与えられる第１オン制御信
号（ＯＮＣＳ１）をトリガとして、電子スイッチ１５をオンにする。これによって、第２
電源ＰＳ２をオンにし、電力モード移行制御手段１３、第２の信号検出手段１４、および
後段の表示信号処理部１８に電力を供給する。このように電子スイッチ制御手段１２は、
電力モード移行制御手段１３、第２の信号検出手段１４および表示信号処理部１８に電力
を供給する供給状態と、この電力の供給を停止する供給停止状態とを切り換える。供給状
態では、電源ランプ１７および表示パネル部１９にも電力が供給され、供給停止状態では
、電源ランプ１７および表示パネル部１９への電力の供給も停止される。
【００２４】
　第２の信号検出手段１４は、入力されるビデオ信号であるビデオ入力信号の入力の有無
、すなわち外部コンピュータ装置からビデオ入力信号が入力されたか否かを検出する。第
２の信号検出手段１４は、ビデオ入力信号の入力の有無を検出すると、第２オン／オフ制
御信号（ＯＮ／ＯＦＦＣＳ２）を電力モード移行制御手段１３に与える。
【００２５】
　ビデオ入力信号は、赤色（Red；略称：Ｒ）信号、緑色（Green；略称：Ｇ）信号および
青色（Blue；略称：Ｂ）信号で構成されるＲＧＢ映像信号、水平同期信号、および垂直同
期信号などを含んで構成される。第２の信号検出手段１４は、水平同期信号および垂直同
期信号の周波数検出などを行うことによって、ビデオ入力信号の入力の有無を検出する。
【００２６】
　電力モード移行制御手段１３は、第２の信号検出手段１４による検出結果に基づいて、
通常モードと省エネモードとを切り換える。具体的には、電力モード移行制御手段１３は
、第２の信号検出手段１４から、ビデオ入力信号が入力されたことを表す第２オン／オフ
制御信号（ＯＮ／ＯＦＦＣＳ２）が与えられると、電源ランプ１７を点灯させるとともに
、表示パネル部１９に電力を供給し、表示パネル部１９の画面表示をオンにする。これに
よって、省エネモードから通常モードに移行する。ここで、「画面表示をオンにする」と
は、表示画面を画像が表示された状態にすることをいい、「画面表示をオフにする」とは
、表示画面を画像が表示されていない状態にすることをいう。
【００２７】
　電力モード移行制御手段１３は、第２の信号検出手段１４から、ビデオ入力信号が入力
されていないことを表す第２オン／オフ制御信号（ＯＮ／ＯＦＦＣＳ２）が与えられると
、第１の信号検出手段１１の検出結果を誤検出であると見なし、オフ制御信号（ＯＦＦＣ
Ｓ）を電子スイッチ制御手段１２に与える。オフ制御信号（ＯＦＦＣＳ）は、Ｈｉパルス
信号である。
【００２８】
　電子スイッチ制御手段１２は、電力モード移行制御手段１３からオフ制御信号（ＯＦＦ
ＣＳ）が与えられると、オフ制御信号（ＯＦＦＣＳ）であるＨｉパルス信号をトリガとし
て、電子スイッチ１５をオフにし、第２電源ＰＳ２をオフにする。これによって、電子ス
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イッチ制御手段１２は、電力モード移行制御手段１３、第２の信号検出手段１４および後
段の表示信号処理部１８への電力の供給を停止して、省エネモードを保持し、再度第１の
信号検出手段１１の信号待ち状態になるように動作する。
【００２９】
　電力モード移行制御手段１３は、後述するＡＣオン時に、第３オン制御信号（ＯＮＣＳ
３）を電子スイッチ制御手段１２に与える。第３オン制御信号（ＯＮＣＳ３）は、Ｈｉパ
ルス信号である。
【００３０】
　電子スイッチ制御手段１２は、電力モード移行制御手段１３から第３オン制御信号（Ｏ
ＮＣＳ３）が与えられると、第３オン制御信号（ＯＮＣＳ３）であるＨｉパルス信号をト
リガとして、電子スイッチ１５をオンにし、第２電源ＰＳ２をオンにする。これによって
、電子スイッチ制御手段１２は、電力モード移行制御手段１３に電力を供給し、メインマ
イクロコンピュータ（略称：メインマイコン）を初期化する。
【００３１】
　電源ランプ１７は、自表示装置１の電源の状態を示す。表示信号処理部１８は、外部コ
ンピュータ装置から入力されるビデオ入力信号に、ビデオ入力信号が表す画像を表示パネ
ル部１９で表示するための処理を施す。表示パネル部１９は、表示信号処理部１８によっ
て処理が施されたビデオ入力信号に基づいて、表示画面に画像を表示する。
【００３２】
　第１電源ＰＳ１は、交流（Alternating Current；略称：ＡＣ）電源オン（以下「ＡＣ
オン」という）時に常時電力が供給される。第２電源ＰＳ２は、電子スイッチ１５によっ
て、電力の供給および遮断が可能である。表示装置１は、電子スイッチ制御手段１２によ
って、電子スイッチ１５をオフにすることによって、第２電源ＰＳ２が遮断され、電力モ
ード移行制御手段１３、第２の信号検出手段１４、電源ランプ１７、表示信号処理部１８
、および表示パネル部１９への電力の供給が停止され、これらがオフになるように動作す
る。
【００３３】
　このように電力モード移行制御手段１３、第２の信号検出手段１４、電源ランプ１７、
表示信号処理部１８および表示パネル部１９への電力の供給が停止され、これらがオフに
なった状態を待機状態という。この待機状態における表示装置１の動作モードが、本発明
における省エネモード（以下「パワーセーブモード」ともいう）である。換言すれば、省
エネモードで動作している表示装置の状態が、待機状態である。待機状態では、前述の供
給停止状態となっている。
【００３４】
　図２は、本発明の前提技術の表示装置における電力モードの状態遷移を説明するための
図である。図３は、本発明の第１の実施の形態の表示装置１における電力モードの状態遷
移を説明するための図である。電力モードとは、電力の供給状態の違いで分類される動作
モードをいう。
【００３５】
　図２に示すように、前提技術では、電源から電力が供給される状態である通常モード２
１のときに、ビデオ信号の入力が無いと判断されると、スリープモード２２に移行する。
スリープモード２２のときに、ビデオ信号の入力が有ると判断されると、通常モード２１
に移行する。またスリープモード２２のときに、電源スイッチがオフ（以下「ＤＣオフ」
ともいう）になると、全ての動作部への電力の供給を停止するオフモード２３に移行する
。オフモード２３のときに、電源スイッチがオン（以下「ＤＣオン」ともいう）になると
、通常モード２１に移行する。通常モード２１のときに、ＤＣオフになると、オフモード
２３に移行する。
【００３６】
　スリープモードとは、接続されている外部装置から与えられる信号の受信またはセンサ
ーなどの内部機能の誘因事象によって、表示装置が通常モードに復帰可能な状態である。
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オフモードとは、電源スイッチによる起動を待機している状態である。
【００３７】
　図３に示すように、本実施の形態の表示装置１では、前提技術におけるスリープモード
２２およびオフモード２３のいずれも「省エネモード」となり、待機電力も同じである。
前提技術と異なる点は、本実施の形態の表示装置１は、不揮発性メモリを備えており、不
揮発性メモリに、電源スイッチの操作を記憶していることである。本実施の形態の表示装
置１では、電源スイッチがオンになるＤＣオンの操作、または電源スイッチがオフになる
ＤＣオフの操作によって、動作状態が図３に示すように遷移する。
【００３８】
　具体的には、通常モード２１のときに、ビデオ信号の入力が無い、すなわちビデオ入力
信号が無いと判断されると、省エネモード２５に移行する。このときは、ＤＣオン状態で
ある。ＤＣオン状態の省エネモード２５のときに、ビデオ信号の入力が有る、すなわちビ
デオ入力信号が有ると判断されると、通常モード２１に移行する。またＤＣオン状態の省
エネモード２５のときに、ＤＣオフになると、ＤＣオフ状態の省エネモード２６に移行す
る。ＤＣオフ状態の省エネモード２６のときに、ＤＣオンになると、通常モード２１に移
行する。通常モード２１のときに、ＤＣオフになると、ＤＣオフ状態の省エネモード２６
に移行する。
【００３９】
　本実施の形態の表示装置１では、電源スイッチとして、電源タクトスイッチ１６を備え
ている。電源スイッチのプッシュ操作の繰り返しによって、ＤＣオンおよびＤＣオフ、す
なわち電源スイッチのオンおよびオフの状態が、トグルする、すなわち切り換えられる。
【００４０】
　図４は、本発明の第１の実施の形態である表示装置１の構成を示す電気回路図である。
表示装置１は、第１の信号検出手段１１、電子スイッチ制御手段１２、電力モード移行制
御手段１３、第２の信号検出手段１４、電子スイッチ１５、電源タクトスイッチ１６、第
１電源ＰＳ１、第２電源ＰＳ２、第１３抵抗４８、第１４抵抗５０、第１５抵抗５２、第
１６抵抗５４、第１７抵抗５６、第５バイポーラトランジスタ４９、第６バイポーラトラ
ンジスタ５５、第２ダイオード５３およびコンデンサ５１を備えて構成される。
【００４１】
　電子スイッチ制御手段１２は、第１抵抗３１、第２抵抗３３、第３抵抗３４、第４抵抗
３５、第５抵抗３６、第６抵抗３８、第７抵抗３９、第８抵抗４２、第９抵抗４３、第１
０抵抗４４、第１１抵抗４５、第１２抵抗４７、第１バイポーラトランジスタ３２、第２
バイポーラトランジスタ３７、第３バイポーラトランジスタ４１、第４バイポーラトラン
ジスタ４６および第１ダイオード４０を備える。
【００４２】
　第１，第２，第４，第５，第６バイポーラトランジスタ３２，３７，４６，４９，５５
は、ＮＰＮ形バイポーラトランジスタである。第３バイポーラトランジスタ４１は、ＰＮ
Ｐ形バイポーラトランジスタである。以下の説明では、バイポーラトランジスタを単に「
トランジスタ」という場合がある。電子スイッチ１５は、Ｐチャネル形電界効果トランジ
スタ（Field Effect Transistor；略称：ＦＥＴ）である。以下の説明では、電子スイッ
チ１５を「ＦＥＴ１５」という場合がある。
【００４３】
　第１の信号検出手段１１は、第１抵抗３１および第１３抵抗４８のそれぞれ一端に接続
されている。第１３抵抗４８の他端は、電力モード移行制御手段１３に接続されている。
第１抵抗３１の他端は、第１トランジスタ３２のベースに接続されている。第１トランジ
スタ３２のエミッタは、グランドに接続されている。第１トランジスタ３２のコレクタは
、第２抵抗３３を介して、第１電源ＰＳ１に接続されている。第１トランジスタ３２のコ
レクタと第５トランジスタ４９のコレクタとの接続点は、電源タクトスイッチ１６の一端
部に接続されている。電子タクトスイッチ１６の他端部は、グランドに接続されている。
【００４４】
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　第１電源ＰＳ１は、第３抵抗３４および第４抵抗３５を介して電力モード移行制御手段
１３に接続されている。電子タクトスイッチ１６の一端部と、第３抵抗３４の他端と、第
４抵抗３５の一端との接続点は、第５抵抗３６の一端に接続されている。第５抵抗３６の
他端は、第２トランジスタ３７のベースに接続されている。第２トランジスタ３７のエミ
ッタは、グランドに接続されている。第２トランジスタ３７のコレクタは、第６抵抗３８
を介して第１電源ＰＳ１に接続されている。
【００４５】
　第６抵抗３８の他端と第２トランジスタ３７のコレクタとの接続点は、第７抵抗３９の
一端に接続されている。第７抵抗３９の他端は、第１１抵抗４５を介して第４トランジス
タ４６に接続されている。第４トランジスタ４６のエミッタは、グランドに接続されてい
る。
【００４６】
　第７抵抗３９の他端と第１１抵抗４５の一端との接続点は、第１ダイオード４０のカソ
ードに接続されている。第１ダイオード４０のアノードは、第３トランジスタ４１のコレ
クタおよび第８抵抗４２の一端に接続されている。第８抵抗４２の他端は、グランドに接
続されている。
【００４７】
　第３トランジスタ４１のベースは、第９抵抗４３の一端に接続されている。第９抵抗４
３の他端と第４トランジスタ４６のコレクタとの接続点は、第１０抵抗４４の他端に接続
されている。第３トランジスタ４１のエミッタと第１０抵抗４４の一端との接続点は、Ｆ
ＥＴ１５のゲートに接続されている。
【００４８】
　第１０抵抗４４の一端とＦＥＴ１５のゲートとの接続点は、第１２抵抗４７の他端に接
続されている。ＦＥＴ１５のソースと第１２抵抗４７の一端との接続点は、第１電源ＰＳ
１に接続されている。ＦＥＴ１５のドレインは、第２電源ＰＳ２に接続されている。
【００４９】
　第７抵抗３９の他端と第１ダイオード４０のカソードと第１１抵抗４５の一端との接続
点は、第１７抵抗５６の一端および第６トランジスタ５５のコレクタに接続されている。
第１７抵抗５６の他端は、グランドに接続されている。第６トランジスタ５５のエミッタ
は、グランドに接続されている。第６トランジスタ５５のベースは、第１６抵抗５４を介
して電力モード移行制御手段１３に接続されている。
【００５０】
　電力モード移行制御手段１３は、第２電源ＰＳ２に接続されている。また、電力モード
移行制御手段１３は、第１の信号検出手段１１および電源ランプ１７に接続されている。
電力モード移行制御手段１３は、第１４抵抗５０を介して第５トランジスタ４９のベース
に接続されている。第５トランジスタ４９のエミッタは、グランドに接続されている。
【００５１】
　第１電源ＰＳ１は、コンデンサ５１の正極端子に接続されている。コンデンサ５１の負
極端子は、第１５抵抗５２の一端に接続されている。第１５抵抗５２の他端は、グランド
に接続されている。
【００５２】
　コンデンサ５１の負極端子と第１５抵抗５２の一端との接続点は、第２ダイオード５３
のカソードおよび第１４抵抗５０の他端に接続されている。第２ダイオード５３のアノー
ドは、グランドに接続されている。第２の信号検出手段１４は、電力モード移行制御手段
１３に接続されている。
【００５３】
　電力モード移行制御手段１３は、メインマイコンと不揮発メモリなどの周辺回路とを含
んで構成される。本実施の形態では、電力モード移行制御手段１３は、メインマイコンに
よるソフトウェア制御によって動作するように構成される。
【００５４】
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　電子スイッチ制御手段１２は、本実施の形態では、ハードウェアによって構成される。
本実施の形態とは異なるが、電子スイッチ制御手段１２は、電力モード移行制御手段１３
と同様に、サブマイクロコンピュータ（略称：サブマイコン）によるソフトウェア制御に
よって動作するように構成されてもよい。
【００５５】
　図５は、表示装置１におけるＡＣオン処理の処理手順を示すフローチャートである。図
５に示すフローチャートの各処理は、第１の信号検出手段１１、電子スイッチ制御手段１
２、電力モード移行制御手段１３および第２の信号検出手段１４によって実行される。図
５に示すフローチャートの処理は、表示装置１のＡＣ電源が投入されてＡＣオンになると
開始され、ステップａ１に移行する。
【００５６】
　ステップａ１において、電力モード移行制御手段１３は、ＡＣオン時の起動で１回、第
３オン制御信号（ＯＮＣＳ３）であるＨｉパルス信号を出力する。本実施の形態では、図
４に示すように、第１電源ＰＳ１の立ち上り波形からＨｉパルス信号を生成している。
【００５７】
　ステップａ２において、電子スイッチ制御手段１２は、ステップａ１で出力されたＨｉ
パルス信号をトリガとして、電子スイッチ１５をオンにすることによって、第２電源ＰＳ
２をオンにする。これによって、電子スイッチ制御手段１２は、ステップａ３において、
電力モード移行制御手段１３の電源をオンにして、電力モード移行制御手段１３内のメイ
ンマイコンを初期化し、起動する。
【００５８】
　メインマイコンの起動後は、電力モード移行制御手段１３は、ステップａ４において、
マスク制御信号（ＭＫＣＳ）を第１の信号検出手段１１に出力することによって、不要に
なった第１の信号検出手段１１の出力を停止する。第１の信号検出手段１１は、電力モー
ド移行制御手段１３から入力されるマスク制御信号（ＭＫＣＳ）に基づいて、第１オン制
御信号（ＯＮＣＳ１）であるＨｉパルス信号の出力を停止する。
【００５９】
　ステップａ５において、電力モード移行制御手段１３は、ステートチェックを行う。ス
テートチェックとは、電力モード移行制御手段１３内の不揮発メモリから、前回がＤＣオ
ンであるか、ＤＣオフであるかの情報（以下「ＤＣオン／オフ情報」ともいう）を読込む
動作をいう。ＤＣオン／オフ情報は、不揮発性メモリに記憶されており、電源スイッチの
状態（ステート）を表す。
【００６０】
　ステップａ６において、電力モード移行制御手段１３は、ステップａ５のステートチェ
ックを行った結果に基づいて、ＤＣオフであるか否かを判断する。ステップａ６において
ＤＣオフであると判断された場合は、ステップａ７に移行し、ＤＣオフではない、すなわ
ちＤＣオンであると判断された場合は、ステップａ９に移行する。
【００６１】
　ステップａ７において、電力モード移行制御手段１３は、オフ制御信号（ＯＦＦＣＳ）
であるＨｉパルス信号を、電子スイッチ制御手段１２に出力する。ステップａ８において
、電子スイッチ制御手段１２は、電力モード移行制御手段１３から入力されるオフ制御信
号（ＯＦＦＣＳ）であるＨｉパルス信号をトリガとして、電子スイッチ１５をオフにする
。ステップａ８の処理の終了後は、全ての処理手順を終了する。
【００６２】
　ステップａ９において、電力モード移行制御手段１３は、電源ランプ１７を点灯する。
ステップａ９の処理の終了後は、全ての処理手順を終了する。
【００６３】
　図６は、表示装置１におけるＤＣオン／オフ処理の処理手順を示すフローチャートであ
る。図６に示すフローチャートの各処理は、第１の信号検出手段１１、電子スイッチ制御
手段１２、電力モード移行制御手段１３、第２の信号検出手段１４および電源タクトスイ
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ッチ１６によって実行される。図６に示すフローチャートの処理は、表示装置１の使用者
によって、電源タクトスイッチ１６が押されると開始され、ステップｂ１に移行する。
【００６４】
　ステップｂ１において、電源タクトスイッチ１６は、第２オン制御信号（ＯＮＣＳ２）
であるロー（Ｌｏ）パルス信号を、電子スイッチ制御手段１２に出力する。また電源タク
トスイッチ１６は、第１オン／オフ制御信号（ＯＮ／ＯＦＦＣＳ１）であるＬｏパルス信
号を、電力モード移行制御手段１３に出力する。
【００６５】
　ステップｂ２において、電子スイッチ制御手段１２は、ステップｂ１で出力された第２
オン制御信号（ＯＮＣＳ２）であるＬｏパルス信号をトリガとして、電子スイッチ１５を
オンにすることによって、第２電源ＰＳ２をオンにする。
【００６６】
　ステップｂ３において、電子スイッチ制御手段１２は、電力モード移行制御手段１３に
、第１オン／オフ制御信号（ＯＮ／ＯＦＦＣＳ１）であるＬｏパルス信号が入力されたか
否かを判断する。ＤＣオンの場合は、第１オン／オフ制御信号（ＯＮ／ＯＦＦＣＳ１）が
電力モード移行制御手段１３に入力されるが、ＤＣオフの場合は入力されない。
【００６７】
　電子スイッチ制御手段１２は、ステップｂ３において、入力されたと判断すると、ステ
ップｂ４に移行して、電力モード移行制御手段１３の電源をオンにし、メインマイコンを
初期化する。メインマイコンの起動後は、ステップｂ５に移行し、電力モード移行制御手
段１３は、マスク制御信号（ＭＫＣＳ）を出力することによって、不要になった第１の信
号検出手段１１の出力を停止する。
【００６８】
　ＤＣオフの場合は、既にメインマイコンは立ち上がっているので、ステップｂ３におい
て、電力モード移行制御手段１３の第１オン／オフ制御信号（ＯＮ／ＯＦＦＣＳ１）でＬ
ｏパルス信号の入力を検出した場合は、メインマイコンの初期化処理などを実行せずに、
ステップｂ６に移行する。
【００６９】
　次に、ステップｂ６において、電力モード移行制御手段１３は、ステートチェックを行
う。具体的には、電力モード移行制御手段１３は、不揮発メモリから、電源タクトスイッ
チ１６を押す前がＤＣオンであったか、ＤＣオフであったかの情報であるＤＣオン／オフ
情報を読込む。
【００７０】
　次いで、ステップｂ７において、電力モード移行制御手段１３は、ＤＣオフであるか否
かを判断する。ＤＣオフであれば、電力モード移行制御手段１３は、ステップｂ８に移行
して電源ランプ１７を点灯する。次いで、ステップｂ９において、電力モード移行制御手
段１３は、不揮発メモリのデータ、具体的にはＤＣオン／オフ情報における電源スイッチ
の状態（ステート）をＤＣオンにステート変更するように、不揮発性メモリに書込みを行
い、ＤＣオン処理を終了する。
【００７１】
　ステップｂ７において、ＤＣオンであれば、電力モード移行制御手段１３は、ステップ
ｂ１０に移行して電源ランプ１７を消灯し、ステップｂ１１において、不揮発メモリのデ
ータをＤＣオフにステート変更するように、不揮発性メモリに書込みを行う。次いで、ス
テップｂ１２において、電力モード移行制御手段１３は、オフ制御信号（ＯＦＦＣＳ）で
あるＨｉパルス信号を電子スイッチ制御手段１２に出力する。ステップｂ１３において、
電子スイッチ制御手段１２は、電子スイッチ１５をオフにして、ＤＣオフ処理を終了する
。
【００７２】
　図７は、表示装置１における通常モード処理の処理手順を示すフローチャートである。
通常モード処理では、ステップｃ１において、電力モード移行制御手段１３は、第２の信
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号検出手段１４から入力される第２オン／オフ制御信号（ＯＮ／ＯＦＦＣＳ２）に基づい
て、ビデオ入力信号が入力されたか否かを判断する。すなわち、通常モードでは、第２の
信号検出手段１４から入力される第２オン／オフ制御信号（ＯＮ／ＯＦＦＣＳ２）によっ
て、ビデオ入力信号を監視している。
【００７３】
　ビデオ入力信号が無しになった場合、ステップｃ１において、電力モード移行制御手段
１３は、第２オン／オフ制御信号（ＯＮ／ＯＦＦＣＳ２）が入力されていないと判断して
ステップｃ２に移行し、電源ランプ１７を消灯する。次いで、ステップｃ３において、電
力モード移行制御手段１３は、オフ制御信号（ＯＦＦＣＳ）であるＨｉパルス信号を出力
する。ステップｃ４において、電子スイッチ制御手段１２は、電子スイッチ１５をオフに
して、省エネモード処理、具体的には図８のステップｃ５へ移行する。
【００７４】
　図８は、表示装置１における省エネモード処理の処理手順を示すフローチャートである
。省エネモード処理では、ステップｃ５において、電力モード移行制御手段１３は、第１
の信号検出手段１１から入力される第１オン制御信号（ＯＮＣＳ１）に基づいて、ビデオ
入力信号が入力されたと類推できる擬似入力信号が入力されたか否かを判断する。すなわ
ち、省エネモードでは、第１の信号検出手段１１から入力される第１オン制御信号（ＯＮ
ＣＳ１）によって、ビデオ入力信号が入力されたと類推できる擬似入力信号を監視してい
る。
【００７５】
　擬似入力信号が有りになった場合、第１の信号検出手段１１から、第１オン制御信号（
ＯＮＣＳ１）であるＨｉパルス信号が出力される。これによって、ステップｃ５において
入力されたと判断され、ステップｃ６に移行する。
【００７６】
　ステップｃ６において、電子スイッチ制御手段１２は、第１の信号検出手段１１から入
力される第１オン制御信号（ＯＮＣＳ１）であるＨｉパルス信号をトリガとして、電子ス
イッチ１５をオンにすることによって、電源Ｐ２をオンにする。これによって、電子スイ
ッチ制御手段１２は、ステップｃ７において、電力モード移行制御手段１３の電源をオン
にし、メインマイコンを初期化する。メインマイコンの起動後は、ステップｃ８において
、電力モード移行制御手段１３は、マスク制御信号（ＭＫＣＳ）を出力することによって
、不要になった第１の信号検出手段１１の出力を停止する。
【００７７】
　次に、ステップｃ９において、電力モード移行制御手段１３は、ステートチェックを行
う。具体的には、電力モード移行制御手段１３は、不揮発メモリから、ＤＣオンであった
か、ＤＣオフであったかの情報を読込む。
【００７８】
　ステップｃ１０において、電力モード移行制御手段１３は、ＤＣオンであるか否かを判
断し、ＤＣオンであれば、ステップｃ１１に移行し、ＤＣオフであれば、ステップｃ１３
に移行する。
【００７９】
　ステップｃ１１において、電力モード移行制御手段１３は、第２の信号検出手段１４か
ら第２オン／オフ制御信号（ＯＮ／ＯＦＦＣＳ２）が入力されたか否かを判断することに
よって、ビデオ入力信号の有無をチェックする。
【００８０】
　ビデオ入力信号が有りの場合は、電力モード移行制御手段１３は、ステップｃ１１にお
いて入力されたと判断してステップｃ１２に移行し、電源ランプ１７を点灯する。ステッ
プｃ１２の処理の終了後は、ステップｃ１に戻り、通常モード処理へ移行する。ステップ
ｃ１１において入力されていないと判断された場合は、ステップｃ１３に移行する。
【００８１】
　ステップｃ１３において、電力モード移行制御手段１３は、オフ制御信号（ＯＦＦＣＳ
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）であるＨｉパルス信号を電子スイッチ制御手段１２に出力する。ステップｃ１４におい
て、電子スイッチ制御手段１２は、電子スイッチ１５をオフにする。ステップｃ１４の処
理の終了後は、ステップｃ５に戻り、省エネモード処理を継続するように動作する。図８
とは異なるが、ＤＣオフ時にも復帰させたい場合は、ステップｃ９およびステップｃ１０
の各処理を行わずに、ステップｃ８からステップｃ１１へ移行させてもよい。
【００８２】
　以上のように本実施の形態によれば、省エネルギーモードで動作しているときには、第
１の信号検出手段１１によって疑似入力信号が入力されたか否かが検出されるので、通常
モードへの復帰のために第２の信号検出手段１４でビデオ入力信号が入力されたか否かを
検出する必要がない。これによって、第１の信号検出手段１１によって疑似入力信号が入
力されたことが検出されるまで、第２の信号検出手段１４への電力の供給を停止すること
ができるので、第２の信号検出手段１４に供給する分の電力を削減することができる。
【００８３】
　また省エネルギーモードでは、電力モード移行制御手段１３および表示信号処理部１７
への電力の供給が停止されるので、電力モード移行制御手段１３および表示信号処理部１
７へ供給する分の電力を削減することができる。したがって、省エネルギーモードにおけ
る消費電力を可及的に小さく抑えることができる。
【００８４】
　また第１の信号検出手段１１によって疑似入力信号が入力されたことが検出されると、
第２の信号検出手段１４に電力が供給され、ビデオ入力信号が入力されたか否かが検出さ
れる。そして、第２の信号検出手段１４によってビデオ入力信号が入力されたことが検出
されると、省エネルギーモードから通常モードに切り換えられる。したがって、たとえば
使用者が所定のボタンを押すなどの操作を行う必要がなく、省エネルギーモードから通常
モードに容易に復帰させることができる。
【００８５】
　また本実施の形態では、表示装置１は、以下のように動作する。外部コンピュータ装置
からのビデオ信号の入力が無い、すなわちビデオ入力信号が入力されていないと判別した
場合は、表示装置１は、電源ランプ１７を消灯するとともに、表示パネル部１９の画面表
示をオフにする。外部コンピュータ装置からのビデオ信号の入力が有る、すなわちビデオ
入力信号が入力されたと判別した場合は、表示装置１は、電源ランプ１７を点灯するとと
もに、表示パネル部１９の画面表示をオンにする。このように動作することによって、省
エネルギーモードにおける消費電力をさらに低減することができる。
【００８６】
　図９は、第１の信号検出手段１１の具体的な構成の一例を示すブロック図である。図９
では、第１の信号検出手段１１は、第１のダイオード６１、第２のダイオード６２、不揮
発性メモリ６３、エッジ検出手段６４および増幅器６５を備える。不揮発性メモリ６３は
、記憶手段に相当する。
【００８７】
　第１のダイオード６１のアノードには、外部コンピュータ装置からの電源電位Ｖｃｃが
供給される。第２のダイオード６２のアノードは、第１電源ＰＳ１に接続されている。第
１のダイオード６１のカソードと第２のダイオード６２のカソードとの接続点は、不揮発
性メモリ６３に接続されている。不揮発性メモリ６３は、エッジ検出手段６４に接続され
ている。エッジ検出手段６４は、増幅器６５に接続されている。不揮発性メモリ６３およ
びエッジ検出手段６４には、それぞれ、シリアル通信バス、具体的にはＩ２Ｃシリアル通
信バスが接続されており、シリアルクロック信号（ＳＣＬ）およびシリアルデータ信号（
ＳＤＡ）が入力される。
【００８８】
　不揮発性メモリ６３は、外部コンピュータ装置が表示装置１のＥＤＩＤ（Extended Dis
play Identification Data）規格に基づくデータ（以下「ＥＤＩＤデータ」という）を読
込むために用いられる。不揮発性メモリ６３は、ＥＤＩＤデータを記憶する。不揮発性メ
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モリ６３は、外部コンピュータ装置が不揮発性メモリ６３からＥＤＩＤデータを読込むこ
とが可能に構成される。ＥＤＩＤデータは、自表示装置１を識別する識別情報に相当する
。
【００８９】
　第１の信号検出手段１１には、外部装置から、ＥＤＩＤデータを読込むための読込み信
号（以下「ＥＤＩＤデータの読込み信号」という）が入力される。第１の信号検出手段１
１は、ＥＤＩＤデータの読込み信号を擬似入力信号として用い、外部コンピュータ装置と
表示装置１との間で、ＥＤＩＤデータの読込みがあったことを、エッジ検出手段６４で検
出する。疑似入力信号として用いられるＥＤＩＤデータの読込み信号は、具体的には、前
述のＩ２Ｃシリアル通信バスから入力されるシリアルクロック信号（ＳＣＬ）およびシリ
アルデータ信号（ＳＤＡ）である。
【００９０】
　第１の信号検出手段１１は、エッジ検出手段６４によってＥＤＩＤデータの読込みがあ
ったことを検出した後は、疑似入力信号が有ることを表す第１オン制御信号（ＯＮＣＳ１
）であるＨｉパルス信号を、増幅器６５から出力するように動作する。
【００９１】
　電力モード移行制御手段１３からのマスク制御信号（ＭＫＣＳ）は、メインマイコンの
起動中または動作中には、第１オン制御信号（ＯＮＣＳ１）であるＨｉパルス信号が不要
信号であるとして、出力マスクを掛けることができる。すなわち、メインマイコンの起動
中または動作中には、電力モード移行制御手段１３からマスク制御信号（ＭＫＣＳ）が入
力されることによって、第１の信号検出手段１１からの第１オン制御信号（ＯＮＣＳ１）
であるＨｉパルス信号の出力が停止される。
【００９２】
　以上のように第１の信号検出手段１１を構成することによって、前述のように省エネル
ギーモードにおける消費電力を可及的に小さく抑えるとともに、省エネルギーモードから
通常モードに容易に復帰させることができる表示装置１を実現することができる。
【００９３】
　図１０は、第１の信号検出手段１１の具体的な構成の他の例を示すブロック図である。
図１０に示す第１の信号検出手段１１は、前述の図９に示す第１の信号検出手段１１と構
成が類似している。したがって、図９に示す第１の信号検出手段１１と異なる部分を説明
し、同一の部分には同一の参照符号を付して、説明を省略する。図１０では、第１の信号
検出手段１１は、エッジ検出手段６４、増幅器６５、アンテナ６６および受信手段６７を
備えて構成される。アンテナ６６は、受信手段６７に接続されている。受信手段６７は、
第１電源ＰＳ１およびエッジ検出手段６４に接続されている。
【００９４】
　外部コンピュータ装置７１は、送信手段７２および入力装置（以下「コンソール」とも
いう）７３を備える。入力装置７３は、マウス７４およびキーボード７５を備える。外部
コンピュータ装置７１は、自装置の操作の有無、具体的には入力装置７３の操作の有無を
表す操作有無信号を、送信手段７２によって、表示装置１の第１の信号検出手段１１に送
信する。
【００９５】
　第１の信号検出手段１１のアンテナ６６は、外部コンピュータ装置７１から送信された
操作有無信号を捕捉し、受信手段６７に与える。受信手段６７は、アンテナ６６から与え
られた操作有無信号を受信して読込み、操作有無信号が表す入力装置７３の操作の有無に
関する情報を取得する。第１の信号検出手段１１は、受信手段６７によって読込まれた操
作有無信号である読込み信号を、擬似入力信号として用いる。
【００９６】
　受信手段６７は、疑似入力信号である読込み信号をデコードした出力信号が、使用者が
入力装置７３を操作したときにエッジ成分を有する信号となるように動作する。第１の信
号検出手段１１は、このエッジ成分を有する信号を後段のエッジ検出手段６４で検出する
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と、疑似入力信号が有ることを表す第１オン制御信号（ＯＮＣＳ１）であるＨｉパルス信
号を、増幅器６５から出力するように動作する。
【００９７】
　電力モード移行制御手段１３からのマスク制御信号（ＭＫＣＳ）は、メインマイコンの
起動中または動作中には、第１オン制御信号（ＯＮＣＳ１）であるＨｉパルス信号が不要
信号であるとして、出力マスクを掛けることができる。すなわち、メインマイコンの起動
中または動作中には、電力モード移行制御手段１３からマスク制御信号（ＭＫＣＳ）が入
力されることによって、第１の信号検出手段１１からの第１オン制御信号（ＯＮＣＳ１）
であるＨｉパルス信号の出力が停止される。
【００９８】
　受信手段６７としては、機器間の接続に使われる短距離無線通信技術の１つであるブル
ートゥース（Bluetooth（登録商標））またはＺｉｇＢｅｅ（登録商標）などの無線手段
を適用することができる。
【００９９】
　以上のように第１の信号検出手段１１を構成することによって、図９の場合と同様に、
前述のように省エネルギーモードにおける消費電力を可及的に小さく抑えるとともに、省
エネルギーモードから通常モードに容易に復帰させることができる表示装置１を実現する
ことができる。
【０１００】
　また図１０では、無線の受信手段６７を例にとって説明したが、有線の受信手段であっ
ても、同様の効果を得ることができる。
【０１０１】
　＜第２の実施の形態＞
　図１１は、本発明の第２の実施の形態である表示装置２の構成を示すブロック図である
。本実施の形態の表示装置２は、前述の第１の実施の形態の表示装置１と構成が類似して
いる。したがって本実施の形態では、第１の実施の形態と異なる部分を説明し、第１の実
施の形態と同一の部分には同一の参照符号を付して、共通する説明を省略する。
【０１０２】
　本実施の形態の表示装置２は、液晶表示装置である。表示装置２は、第１の信号検出手
段１１、電子スイッチ制御手段１２、電力モード移行制御手段１３、第２の信号検出手段
１４、第１電子スイッチ１５、電源タクトスイッチ１６、電源ランプ１７、表示信号処理
部１８、表示パネル部１９、蓄電回路８１、蓄電レベル検出／制御手段８２、第２電子ス
イッチ８３、第１電源ＰＳ１、第２電源ＰＳ２および第３電源ＰＳ３を備えて構成される
。本実施の形態における第１電子スイッチ１５は、第１の実施の形態における電子スイッ
チ１５に相当する。
【０１０３】
　図１２は、本発明の第２の実施の形態である表示装置２の構成を示す電気回路図である
。本実施の形態の表示装置２の電気回路図の構成は、前述の第１の実施の形態の表示装置
１の電気回路図の構成と類似している。したがって本実施の形態では、第１の実施の形態
と異なる部分を説明し、第１の実施の形態と同一の部分には同一の参照符号を付して、共
通する説明を省略する。本実施の形態の表示装置２では、蓄電機能による省エネモード時
の電力抑制を考慮した構成となっている。
【０１０４】
　表示装置２は、第１の信号検出手段１１、電子スイッチ制御手段１２、電力モード移行
制御手段１３、第２の信号検出手段１４、第１電子スイッチ１５、電源タクトスイッチ１
６、第２電子スイッチ８３、第１電源ＰＳ１、第２電源ＰＳ２、第３電源ＰＳ３、第１３
抵抗４８、第１４抵抗５０、第１５抵抗５２、第１６抵抗５４、第１７抵抗５６、第１８
抵抗８４、第１９抵抗８６、第２０抵抗８７、第２１抵抗９１、第２２抵抗９３、第２３
抵抗９４、第２４抵抗９５、第２５抵抗９６、第５トランジスタ４９、第６トランジスタ
５５、第７トランジスタ８５、コンデンサ５１、第２ダイオード５３および第３ダイオー
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ド８８を備えて構成される。
【０１０５】
　電子スイッチ制御手段１２は、第１抵抗３１、第２抵抗３３、第３抵抗３４、第４抵抗
３５、第５抵抗３６、第６抵抗３８、第７抵抗３９、第８抵抗４２、第９抵抗４３、第１
０抵抗４４、第１１抵抗４５、第１２抵抗４７、第１トランジスタ３２、第２トランジス
タ３７、第３トランジスタ４１、第４トランジスタ４６および第１ダイオード４０を備え
る。
【０１０６】
　蓄電回路８１は、第２１抵抗９１および電源９２を備える。電源９２は、２次電池によ
って実現される。蓄電レベル検出／制御手段８２は、第２２抵抗９３、第２３抵抗９４、
第２４抵抗９５、第２５抵抗９６、第１増幅器９７および第２増幅器９８を備える。
【０１０７】
　第７トランジスタ８５は、第１，第２，第４，第５，第６トランジスタ３２，３７，４
６，４９，５５と同様に、ＮＰＮ形バイポーラトランジスタである。第１，第２電子スイ
ッチ１５，８３は、Ｐチャネル形ＦＥＴである。以下の説明では、第１電子スイッチ１５
を「第１ＦＥＴ１５」といい、第２電子スイッチ８３を「第２ＦＥＴ８３」という場合が
ある。
【０１０８】
　第１電源ＰＳ１は、第２２抵抗９３の一端に接続されている。第２２抵抗９３の他端は
、第１増幅器９７の第２入力端子および第２３抵抗９４の一端に接続されている。第２３
抵抗９４の他端は、グランドに接続されている。
【０１０９】
　第２２抵抗９３の一端は、第２４抵抗９５の一端に接続されている。第２４抵抗９５の
一端は、第１電源ＰＳ１に接続されている。第２４抵抗９５の他端は、第２増幅器９８の
第１入力端子および第２５抵抗９６の一端に接続されている。第２５抵抗９６の他端は、
グランドに接続されている。
【０１１０】
　第２４抵抗９５の一端は、第１増幅器９７の電源端子に接続されている。第１増幅器９
７は、第２増幅器９８に接続されている。第２増幅器９８の第２入力端子は、蓄電回路８
１の第２１抵抗９１の一端に接続されている。第２１抵抗９１の他端は、電源９２の正極
に接続されている。電源９２の負極は、グランドに接続されている。第１増幅器９７の第
１入力端子は、第２抵抗３３の一端に接続されている。
【０１１１】
　第１増幅器９７の出力端子および第２増幅器９８の出力端子は、第１８抵抗８４の一端
に接続されている。第１８抵抗８４の他端は、第７トランジスタのベースに接続されてい
る。第７トランジスタ８５のエミッタは、グランドに接続されている。第７トランジスタ
８５のコレクタは、第１９抵抗８６の一端に接続されている。第１９抵抗８６の他端は、
第２０抵抗８７の一端および第２ＦＥＴ８３のゲートに接続されている。
【０１１２】
　第１増幅器９７の電源端子は、第２０抵抗８７の他端に接続されている。第２ＦＥＴ８
３のソースは、第２０抵抗８７の他端に接続されている。第２ＦＥＴ８３のドレインは、
第３ダイオード８８のアノードに接続されている。第３ダイオード８８のカソードは、第
３電源ＰＳ３と第６抵抗３８の一端との接続点に接続されている。
【０１１３】
　第１増幅器９７の電源端子および第２０抵抗８７の他端は、第１ＦＥＴ１５のソースと
第１２抵抗４７の一端との接続点に接続されている。
【０１１４】
　第１トランジスタ３２のコレクタは、第２抵抗３３を介して、第３電源ＰＳ３に接続さ
れている。第３電源ＰＳ３は、第３抵抗３４および第４抵抗３５を介して電力モード移行
制御手段１３に接続されている。第２トランジスタ３７のコレクタは、第６抵抗３８を介
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【０１１５】
　蓄電回路８１は、第１の信号検出手段１１および電子スイッチ制御手段１２に電力を供
給する。蓄電レベル検出／制御手段８２は、蓄電回路８１の蓄電レベルを検出し、検出結
果に基づいて蓄電回路８１を制御する。蓄電レベル検出／制御手段８２は、蓄電回路８１
の蓄電レベルが低下したと判断すると、第２電子スイッチ８３をオンにして、蓄電回路８
１を充電する。
【０１１６】
　以上のように本実施の形態では、「第３電源Ｐ３」は、第１の信号検出手段１１および
電子スイッチ制御手段１２の電源として、蓄電回路８１を備える。これによって、蓄電回
路８１から電力が供給されるので、消費電力を抑えることができる。
【０１１７】
　また表示装置２では、蓄電レベル検出／制御手段８２によって、蓄電レベルが低下した
と判断された場合は、第２電子スイッチ８３がオンにされて、「第１電源Ｐ１」から「第
３電源Ｐ３」の蓄電回路８１に充電される。これによって、表示装置２は、蓄電回路８１
の蓄電レベルを回復する機能を有するように動作することができる。
【０１１８】
　本実施の形態では、蓄電回路８１は、２次電池を用いた蓄電回路であるが、これに限定
されず、大容量コンデンサなどを用いた蓄電回路であってもよい。このように蓄電回路８
１は、２次電池または大容量コンデンサを用いた蓄電回路によって実現することができる
。
【０１１９】
　以上に述べた第１および第２の実施の形態では、表示装置１，２として液晶表示装置を
例に挙げて説明したが、発明の適用はこれに限定されるものではない。本発明は、プラズ
マディスプレイ装置および有機ＥＬ表示装置などの、その他の表示装置にも適用すること
ができる。
【０１２０】
　また第１および第２の実施の形態では、第１の信号検出手段１１として、１入力の擬似
入力信号を用いる手段を例に挙げて説明したが、これに限定されない。第１の信号検出手
段１１は、複数入力の異なる種類の擬似入力信号の論理和（ＯＲ）または論理積（ＡＮＤ
）を用いる手段であってもよい。これによって、誤判別および誤動作を、より確実に防止
することができる。
【符号の説明】
【０１２１】
　１，２　表示装置、１１　第１の信号検出手段、１２　電子スイッチ制御手段、１３　
電力モード移行制御手段、１４　第２の信号検出手段、１５　電子スイッチ（第１電子ス
イッチ）、１６　電源タクトスイッチ、１７　電源ランプ、１８　表示信号処理部、１９
　表示パネル部、８１　蓄電回路、８２　蓄電レベル検出／制御手段、８３　第２電子ス
イッチ、ＰＳ１　第１電源、ＰＳ２　第２電源、ＰＳ３　第３電源。
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